
広げよう人の輪 深めよう地域の絆 白治会加入で安心生活
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【世帯数】2,392世 帯 (前月比-5) 【人□】5,938人 (前月比-21) 男 2,864人 /女3,074人 令和7年 7月 H日現在



ト
ピ

ツ
ク
ス地

域
を
盛
り
上
げ
よ
う

暑
さ
厳
し
い
８
月
９
日

（土
）
年
後
５
時
か
ら
８
時
ま
で
、
法
の
郷
公
園
広
場
で
、
飯
山

高
校
３
年
探
究
チ
ー
ム
が
主
催
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
支
援
実
行
委
員
会
が
主
幹
と
な
っ

て
、
罵
中域
を
盛
り
上
げ
よ
う
～
法
の
郷
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
」
を
テ
ー
マ
に
夏
ま
つ

り
を
開
催
し
ま
す
。

サ
マ
ー
フ
ェ
ュ
手
マ
バ
ル

欝

高
校
生
が
主
体
と
な
り
、
ギ
ダ
ー
弾
き

語
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
に
よ
る
交
流
指
導
、
有
志
に

よ
る
グ
ラ
フ
ト
コ
ー
ナ
ー

「か
ざ
ぐ
る
ま

づ
く
り
」
、
縁
日
広
場
を
担
当
し
ま
す
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
お
じ
よ
も
太
鼓
、
ギ

ダ
ー
弾
き
語
り
、
歌
唱
、
浦
安
の
舞
な
ど

に
加
え
、
高
校
生
な
ら
で
は
の
企
画

「映

え
て
楽
し
む
フ
オ
ト
ス
ポ

ツ
ト
」
も
登
場
。

手
づ
く
り
の
三
日
月
ベ
ン
チ
や
ハ
ー
ト
型

フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
で
、
思
い
出
の
写
真
を

撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。
ス
イ
カ
割
り
や

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

縁
日
広
場
の
か
き
氷

・
ラ
ム
ネ

・
ポ

ッ

プ

コ
ー
ン

・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト

・
フ
ラ
イ

ド
ポ
テ
ト

・
た
こ
焼
き
な
ど
は
高
校
生
と

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
員
が
協
力
し
て
販
売
し

ま
す
。
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
は
、
輪
投
げ
、

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
員
が
担
当
し

ま
す
。

浴
衣
で
来
場
さ
れ
た
方
に
は
か
き
氷
１

杯
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
生
徒
に
よ

る
初
心
者
向
け
の
指
導
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
カ
マ
タ
マ
ー
レ
讃
岐
の
選

手
等
３
名
と
、
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
グ
タ
ー

「サ
ヌ
ピ
ー
」
も
来
園
予
定
。　
一
緒
に
ス
ポ
ー

ツ
ダ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

イ
ベ
ン
ト
の
終
盤
に
は
、
参
加
者
全
員

で
輪
に
な
り
、
原
川
エ
ン
マ
堂
保
存
会
皆

さ
ん
の
先
導
に
よ
る

「讃
岐

一
合
ま
い
た
」

な
ど
の
盆
踊
り
で
、
真
夏
の
ひ
と
と
き
を

苺

楽
し
く
締
め
く
く
り
ま
す
。
飯
山
高
校
生

と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
、
地
域
力
発
揮
の
新
た
な
挑
戦

で
す
。

な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
ダ
ー
西
南

部
分
で
は
、
バ
イ
パ
ス
道
路
の
全
線
舗
装

工
事
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
天
空
へ
と
続

く
新
し
い
道
の
完
成
も
近
づ
く
な
か
、
夏

の
思
い
出
づ
く
り
と
地
域
の
変
化
を
感
じ

る
８
月
９
日
、
ぜ
ひ
、
法
の
郷
公
園
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

19:45 原川エンマ堂盆踊り (中央広場)

18:30 浦安の舞

18:45 映えて楽しむPhotoSpot
三日月ベンチ/ハートフォトフレーム

19:30 じゃんけん大会 (中央広場)

17:30 飯高生によるイベント紹介

19:15 スイカ割り (中央広場 )

17:40 飯高生ライブ  ι

・ギダー弾き語り
。ギダー演奏
。JPOPソ ング 等

17:00 おじょも太鼓

17:20 開会式

▼

■

J｀

害
R

Ｆ

　

Ｆ

e

ツ
と

▼

20:00 閉会式

プログラム

単 ト
強

地域社会の皆様と共に

営業時間/AM9:00～PM7:00

丸亀市綾歌阿栗熊東

TEL 087フロ86‐3666

漁」A否川呉

TEL 0877‐ 98‐3263
FAX 087フ‐98‐6995

丸亀市飯山田」下法軍寺545-1

飯山支店

丸亀市飯山町下法軍寺691-6

oo0120日 07‐8848
9:30～ 19:00 文曜日定休

httpi//www hayashiya― group com/

◎林あ
きもの と梓
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生
遅
）
習

ク
ラ
ブ

闇
ｄ
南
太
極
拳
ク
ラ
ブ

太
極
拳
は
有
酸
素
運
動
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
、バ
ラ
ン
ス
強
化
が

一
度
に
で
き
る

運
動
で
す
。
日
頃
の
生
活
に
ゆ
る
や
か

に
取
り
入
れ
て
健
康
寿
命
を
仲
ば
し
ま

せ
ん
か
。

【日
時
】毎
週
水
曜
日

‐３
時
３０
分
～
１６
時

【場
所
】多
目
的
室
１

【会
費
】
月
１
，
５
０
０
円

【申
込
・間
合
】
本
常
和
子

ご
あ
ん
な
い

・
エ
ー
ル

‘‥

一つ
「９
■
ヨ
一〕
」
９
つ

‐１

保
健
師
の
健
康
相
談

【申
込
不
翌

【内
容
】血
圧
・体
組
成
測
定
。検
尿

【日
時
】
８
月
２０
日
（水
）

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

【場
所
】第
２
会
議
室

【対
象
】市
民

【問
合
】市
健
康
課

金
２
４
１
８
８
０
６

∽

/1ッ

な
しヽ

飯山 ひまわ り迷路で国児たちと交流 !!

高校     (7月 3日～8日 )

今年は梅雨明けが非常に早く、ひまわりの開花

をコントロールするのに苦労しましたが、170セ

ンチメートルまで成長した見ごたえのあるひまわりの中

に、素敵な迷路が完成しました。

連国暑い国が続きましたが、園児たちは満面の笑顔で

迷路を体験してくれました I

一緒に回つた高校生も園児の笑顔に癒され、暑さやし

んどさも吹き飛んでしまうくらい嬉しそうでした。

第1回スーパー南つこ飯山南
′Jヽ学校

i活動日:6月 24日 (火 )、 26日 (木)

|ナ 場所 :飯山南小学校 体育館

6月 24日 (火 )、 26日 (木)の 2日間、『第1回スーパー南つ

こ』が開催されました。

『スーパー南つこ』とは、児童が自分の得意を自由に披露

する場です。両国の昼休みに、児童委員の主催のもと行わ

れ、大勢の児童が体育館に集合しました。縄跳び、フラフー

プ、バスケットボール、楽器演奏、歌唱等、様マな内容が発表

されました。緊張しつつも堂々と披露する友だちの姿に、観

覧している児童たちも手拍子で盛り上げたり、惜しみない拍

手を送つたりと温かい雰囲気の中、会が進められました。ま

た、児童委員が司会や場の設定準備等をすべて行うなど、

児童自らの力で創り上げられ、それぞれの児童の主体的な

姿が光る活動になつています。自他の好きや得意を認め合

う『スーパー南つこ』、次国もとても楽しみです。

目山喜俄′母唱ツト
‐
ン

“

pros観

“

＝ド

弛

輯

カマ,マーレロ億 ,「esenL

・かどぷ ……………………… 200B

・ポッカ ーン ……………… 1∞同

・フランクフルト …………… 150ロ

・フライド双,卜 …………… 1∞口
。たこ建t(Sコ)… ……… 150n

フ寿 ィ)で ,レ

かざくるまをつくろう
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常鸞

凩

`

８
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呉豊妻彗≧夢
縁 日 広 場

1 ,

マヽ生

八卜三ントンを楽しもう

スホーツダーツ

00～ 20:()()
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ナ̀,",「  ν〔ヴ)町 1;公 寸ヾ
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躍
動
す
る

は
ん
な
ん

・
歴
史
探
訪

・
不
易
流
行

う

当
店
は
、
一⊂
れ
ま
で
店
売
り
以
外
に
も
、

地
域
コ
ミ
呈

一テ
ィ
や
社
寺
の
行
事
、
法
要

な
ど
地
域
の
皆
様
に
長
ら
く
お
世
話
に
な

り
な
が
ら
、
〈フ
年
、
創
業
か
ら
５５
年
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

近
年
、店
の
周
辺
は
国
道
４
３
８
号
バ
イ

パ
ス
の
開
通
、
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
の
出

店
な
ど
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し
、
食
生
活
も

多
様
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て

と
Ｂ
Ｌ
２
み

躍
動
す

石

は
た
な
た

一

「
さ
ぬ
き
の
食
文
化
を
受
け
継
い
で
」

池

田

う

ど

ん

も
、
さ
ぬ
き
伝
統
の

食
文
化
で
あ
る
う
ど

ん
作

り
を
家

業

と

し
、
長
く
続
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
あ
り

が
た
く
思
い
ま
す
。

来

店
し
た
方

に

「う
ま
か
っ
た
わ
」
と

言
っ
て
も
ら
え
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
嬉
し

い
で
す
が

、
「
何
し

よ
っ
た
ん
な
」
と
か
「ど
こ
行
っ
と
っ
た
ん
な
」

と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、趣
味
の
話
、

健
康
の
話
、
ス
ポ
ー
ツ
の
話
、
時
に
は
政
治

の
話
と
何
気
な
い
世
間
話
を
し
た
り
す
る

こ
と
も
楽
し
み
で
す
。
ま
た
、

２０
何
年
ぶ
り

か
で
来
店
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
さ
ん
も
お

り
、
年
月
の
流
れ
を
感
じ
る
と
と
も
に
忘
れ

ず
に
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
何
よ
り
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
活
力
あ
る
地
域
の
発
展
の

た
め
に
微
力
な
が
ら
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
変
わ
ら

ず
に
「
う
ま
い
」
と

言
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
手
を
抜
か
ず

歩
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
〈フ

後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま

す
。

池田うどん
飯山田]下法軍寺フ80
盗 98-2589
定休日:水曜日

守乖'お

読 史

《事
命
川
弔
押
邦
贄
東
方
か
ら
遠
望
）》

昨
社
殿
は
東
向
き
鎮
座
０
印

峠
境
内
の
正
面
は
国
道
４
３
８
号

と
平
行
し
て
流
れ
る
土
器
川

鎮

座

地
　
香
川
県
仲
多
度
郡
ま
ん
の
う
町
造
田
３
４
３
１
番
地

蕪
不　
　
神
　
天
児
屋
根
命
・興
台
産
霊
神
・酒
部
黒
磨

神
社
由
緒
　
●
武
鼓
王
（た
け
か
い
こ
お
う
）
四
世
の
孫
綾
真
玉
の

子
酒
部
黒
磨
社
殿
を
奉
造
す
と
云
い
、社
伝
に
よ
る
と

是
よ
り
先
に
、
日
本
武
尊
苦
備
穴
戸
の
悪
神
を
誅
し
給

う
時
古
備
国
に
幸
し
吉
備
穴
戸
媛
０
武
鼓
王
を
生
む
。

●
武
鼓
王
又
悪
神
を
誅
す
る
の
功
に
よ

っ
て
讃
岐
に

留
ま
り
香
川
郡
以
西
は
王
の
領
有
と
な
り
富
社
を
尊

敬
し
結
う
。

参
考
文
献
ヽ
香
川
縣
神
社
誌
十
発
行
所
香
川
縣
神
職
會

昭
和
十
三
年
十
二
月
一日

発
行

【
讃
留
霊
王
伝
承
デ
ン
期
―
ズ
　
ｖｏ‐ユ
　
　
】乗
島
　
和
茂

【讃
留
霊
王
伝
承
の
神
社
】

◎
香
川
県
内
鎮
座
十
五
神
社

③
【天
川
神
社
【シ
リ
ー
ズ

Ｎｏ
・２４

十
五

‐
⑩
】

ｏ
《
天
川
神
社
あ
ま
が
わ
じ
ん
じ
ど
》
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易

流

行
′
Ｓ、
　

え
　
き

り
ゅ
う

こ
う

み
ち
ひ
ろ
さ
ん
の
ゴ

リ
ラ
研
究
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と

（３
）

あ
る
新
間
の
朝
刊
に
こ
ん
な
記
事
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
。
『千
葉
、上
野
、浜
松
、

犬
山
、
東
山
、
一爪
都
と
間
い
て

「は
は
―

ん
」
と
言
う
人
は
、
か
な
り
の
マ
ニ
ア

だ
ろ
う
。

国
内
で
ゴ
リ
ラ
を
見
ら
れ
る
場
所
で

あ
る
。
（中
略
）
ゴ
リ
ラ
の
い
る
動
物
園

は
、
い
ま
六

つ
し
か
な
い
。
か
つ
て
５０

頭
を
数
え
た
飼
育
数
も
２０
頭
に
。

繁
殖
さ
せ
る
に
し
て
も
、
若
い
８
頭

の
う
ち
６
頭
は
、
上
野
の
モ
モ
コ
の
子

や
孫
だ
。
血
縁
を
避
け
な
が
ら
の
選
択

肢
は
多
く
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
ゴ
リ

ラ
が
見
ら
れ
な
く
な
る
国
が
く
る
か
も

と
い
う
。

１
頭
１
頭
の
幸
せ
を
考
え
つ
つ
、
ゴ

リ
ラ
来
日
１
０
０
年
と
い
う
３０
年
後
の

未
来
に
も
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
の
大
き

な
背
中
に
感
動
で
き
る
。

そ
ん
な
妙
案
は
な
い
も

の
だ
ろ
う
か
』
と
い
う

内
容
の
記
事
で
あ
る
。

つ
づ
く

（三
谷
秀
樹
）

4



法
の
郷
づ
く
り

・
ふ
れ
あ
い
交
流
室

ぶOf｀
~no― s。 さ。

コミュニテイがすすめている取ι)組みをお知らせします。

―畑醐壁墜艦誤現をめざして一

第4回丸亀市社会福祉協議会実践報告会

&重層的支援体制整備事業研修会

(社協主催)

ア/11(金 )、 大橋謙策さんをゲストに開催された

研修会において、飯山南コミュニティ協議会の福

祉と居場所づくりに関する事業を紹介しました。

①高齢者ふれあいの集い

②友愛訪間

③避難行動要支援者避難訓練

④住民参加型福祉事業「ささえ愛」

⑤高齢者等移動手段確保事業「おでかけ号」

⑥まちライブラリー。法ちゃんくらぶ。

じどせんのおねえさんといっしょ

②農村食堂・ふれあい食堂・

夏体み子ども学習支援食堂

③夏休み子ども学習会・ふらっとTeaTime・

朝市フリマ

◎自治会健康料理教室

⑩コミュニティだより

′

`Й
あい交流部・指M蒻剛艶菫班

農村食堂の報告

田植え作業真つ只中の6月 24日、22日

に農村食堂を実施しました。地域で採れる

旬の食材を使用した手作りのお弁当は、2

日間で82食の注文がありました。ご協力

いただいた皆様、ありがとうございました。

留

昭 福祉部

高齢者ふれあいの集い

7月 9日 (水 )、
「高齢者ふれあいの集い」が開催され、アO歳以

上のひとり暮らしの方42名が参加されました。保育所の5歳児

による元気いつぱいの歌や遊戯

の披露のあと、食生渚改善推進員

による手づくりの料理を囲んでの

昼食会が行われました。

参加者は、民生児重委員や福

祉ママとの交流を楽しみながら、

温かいひとときを過ごしました。

まちづくり報告会

フ/15(火 )、 丸亀市で令和6年度のコ

ミュニティの取組報告会がありました。

飯山南コミュニティでは、避難行動要

支援者避難訓練事業を報告しました。

0 丁シ彙
ど持ぐ

タグ
Ⅲ
ラ

ださι〕 ′

4を

/を    

“

ウ
伊

途Ｔ幹“
環
Ａ

卿翻中］
8月はお休みです 偽

8月 20日 (水)10時 30分～11時

F絵本の読み間かせと

アンノヾンマンのいないいないばあ人形つくり』

監警

守
β琶

」

8月 13日 (水 )

10日寺30分-14B寺 30分
■― ●

（▼

5

8月 16日 (土 )

10日寺30分-11日寺30分
『巾着ねこちゃんを作ろう』

募集人数 :10名 (予約制)

参 力□費 :220円

8月 16日 (土)11時 ～

予約制のイベントはコミュニティセンターまでお申込みください。コミュニティセンダーのホームページに F/S、 れあい交流室だよりJを 掲載しています。

HANZANMINAMi COMMUNITY lヽ lAGAZINE No 137〔 20258】

●ふらっと Tea Time～ 小物づくり～

みなさんと一緒に楽しい時間をすごしませんか

ご近所さんやお友達とお越しください

●パンの販売【にじいろベーカリー〕

にじいろベーカリー

8月 20日 (水 )

14時～

為

拿

牟

塞
脅

0

4 牟牟44

●朝市。フリーマーケット

都合によりお体みします

8月 21日 (木 )

9日寺―ン10日寺

参力□費 :300円

締切 り:8月 14日 (木 )

活
　
用
　
班



,:ア ヽ く■子

宝赤.iた

募集中

0,導 ´

ベストショット

待ってま～す♪

■材料 (2人分)

な す…………2～3本

玉ねぎ…・…… 1/2イ固

サラダ油… …大さじ2⑥

なすと玉ねぎの
高更雪耀兼サ

こんがりと焼いたなすと、玉ねぎの組み合わせは

どちらも美味しく食べられます。

ポン酢しようゆ ………大さじ3

砂糖 …… … … … 大さじ1

ごま油……… …………大さじ1

いりごま・輪切り唐辛子

適量
■作り方

0なすはへ夕を切り落とし、縦4等分に切る。
玉ねぎは薄くスライスする。

②フライパンにサラダ油をひき、①のなすを並べ

中火で焼き色がつくまで焼く。

0保存容器に⑥と①の玉ねぎを合わせる。②を
いうちに入れてなじませ、冷蔵庫で30分ほ

たら、出来上がりです。

No. 林 義輝さん
059

切池中尾自治会

屋敷内の木々からの涼風と時々聞こえるウグイスの

声に、猛暑を忘れる取材のひと時。

林さんは26歳で飯綾消防署に入り、60歳で退職。素

朴で穏やかな方、フ8歳です。

消防署は人命救助が一番の仕事なので、常に緊張感

をもつて、訓練や体力作
')を

していたと。忘れられないの

は、平成6年の台風による大束川の氾濫。昼夜を間わず

対応にあたり、住民の安否確認や被害状況の把握に奔

走。また、地域内材木店の火事の時には、地元の消防団

も総出で翌朝やつと鎮火。その時は本当に安堵したと。

そして、嬉しくて心に残るのは、職場体験学習に来た中

学生が、将来は消防士になりたいと言つてくれたこと。

羽在は、1町余りの稲作をしながら、民生委員やコミュ

ニティの防災部長としても、沼躍されています。お孫さん

の話をされる時は、満面の笑みのおじいちゃんでした。

広告募集
1枠=タテ46mm× ヨコ43mm

●対象者

飯山南地区在住で、

満3歳までのお子さん

●応募 (‐きるll

お子さんの父母または養育者

●お中し込み方法

誕生月の前月1日まて可こ、

件名をlt赤ちゃんJとし、

下記の必要事項をご記入のうえ、
メールまたは窓ロヘご持参くなさtヽ。

●必要事項
・お子さんの氏名 6、 りがな)、

性別、年齢
・保護者の氏名、連絡先

●応募メールアドレス

図 hannan・ c@mf.pikara.ne.ip

宝
赤
ち
ゃ
ん

・
健
康
ゲ
ツ
ト

・
フ
オ
ー
カ
ス

・
法
の
郷
人

■

F◇ CUS tt lJス

法の郷食堂班

朝から調理室が港気

づいています。今日は本

紙5月 号でお知らせした

農村食堂です。

おいしい手作り弁当を

召し上がっていただくた

めに朝早くから奮闘中です。法の郷食堂班のスタッ

フの皆さんが腕を振るつています。台所仕事は皆さ

ん慣れたもの、和やかにおしゃべりしながらも子は

少しも休んでいません。次々と料理を仕上 |ザていき

ます。◆国のメニューはアスパラの肉巻きに胡瓜と

もやしの甘酢不□え、高野豆腐の卵とじそれにゆかり

ご飯。何かとても懐かしい料理です。そのうえどの

食材も新鮮そのもの、料理の腕と相まつておいしく

ないはずがありません。11時 30分のお弁当完成を

めざして全員が力を合わせます。

毎 悽床ゲツト

3歳:;::ゴ :;!iく!港
基

,!貫 Att il Aテーri酵 11デ .貫
-1■機
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!せんたト !0
。
ハ _ ,

し rノ ,｀
こ

生
活
だ
よ
り

丸
亀
市
健
康
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
温
多
湿
と
な

り
、
熱
中
症
や
食

中
毒
の
リ
ス
タ
が

高
く
な
っ
て
い
ま

す
。

水
分
補
給
と
休
憩
を
心
掛
け
、
外

出
時
に
は
帽
子
や
日
傘
を
使
用
し
、

直
射
日
光
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

買
い
物
で
生
鮮
食
品
購
入
後
は
早

め
に
冷
蔵
保
存
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

体
調
変
化
に
注
意
し
、
異
変
が
あ

れ
ば
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【チ
ヤ
レ
ン
ジ
期
間
】

９
月
１
日
（月
）
～
Ｒ
８
年
１
月
３‐
日
（土
）

【申
込
締
切
】

８
月
１７
日
（日
）

真
夏
国
が
長
期
間
続
く
傾
向
を
考
慮
し
、

今
年
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
始
日
を
９
月
に
変

更
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
用
紙
を

ご
覧
く
だ
さ
い
（内
容
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

チ
ヤ
レ
ン
ジ
時
間
帯
や

歩
数
、
速
さ
な
ど
自
分
の

ペ
ー
ス
を
守
り
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

||

|'

|'

す
′

II

II

19日 (火)…避難・消火訓練
21日 (木)"・ツボ押しと体操・

23日 (土)・
・・ファンダジー(倉il作紙芝居》

27日 (水)中
●移動図書館かめまる号がやつてくる

28日体 )・
・・トライアングル《子育て相談》(要申

(子育てひろば「たんぼ1刊と共催)

【9月初めの行事】
1日 (月 )・

・・ピカピカデー
4日 (木)…親子体操

1日 (金)。

2日 (土)・

7日 (木)・

17日 (日 )・

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
″四
国
を
答
」う
″

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
？

部
落
差
別
に
よ
っ
て
、
今
も
な
お
差
別
を

受
け
、
苦
し
む
人
が
い
ま
す
。
部
落
差
別
は
、

一
部
の
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

差
別
を
受
け
る
人
の
立
場
に
立
ち
、
ア
導う

し
た
ら
差
別
を
な
く
す
一笠
⊂が
で
き
る
の
か
」

を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ｒ

崇

杉

‐ヽ
イ、
―
、
ぶ

ふ
―ト
ペ

ヽ
プ

自
治
会
長

一
日
研
修

フ
月
１３
国
（日
×
◆
年
度
の
自
治
会
長

一
日

研
修
は
、香
川
県
防
災
セ
ン
ダ
ー
と
平
賀
源
内

が
育
っ
た
門
前
町
志
度
を
訪
れ
ま
し
た
。

防
災
セ
ン
ダ
ー
で
は
、消
火
訓
練
や
煙
中
避

難
体
験

、
震
度

フ
の
地
震
体
験
の
ほ
か
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
に
つ
い
て
映
像
を
通
じ
て

学
び
ま
し
た
。

ま
た
、士心
度
の
「平
賀
源
内
通
り
」
で
は
、
平

賀
家
当
主
の
平
賀
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
ダ
ッ
フ
の
方
々
か
ら
、
源
内
さ
ん
の

功
績
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
い
た
だ
き
ま

し
た
。

＊
交
番
だ
よ
曲

Ｂ
■

日

水
難
事
故
を
防
ぎ
ま
し
よ
う
！

令
和
６
年
中
に
発
生
し
た
全
国
の
水
難

に
つ
い
て
は
、
発
生
件
数
１
５
３
５
件
、
水

難
者
数
１
７
５
３
人

（う
ち
死
者

・
行
方

不
明
者
数
８
１
６
人
）
と
な
り
ま
す
。

○
水
難
者
の
特
徴
と
し
て
は
、

死
者

・
行
方
不
明
者
の

約
半
数
が
６５
歳
以
上

○
全
年
齢
層
の
死
者

・

行
方
不
明
者
に
つ
い
て
は
、

発
生
場
所
↓
海
が
約
半
数
、

行

為

別
↓
魚
と
り

。
釣
り
が
約
２
割

○
中
学
生
以
下
に
つ
い
て
は
、

発
生
場
所
↓
河
川
が
約
６
割
、

行

為

別
↓
水
遊
び
が
約
半
数

で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
、
事
故
に
繋
が
り
や
す
い
危
険

な
場
所
や
行
為
を
知
り
、
安
全
に
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
み
ま
し
よ
う
。

丸
亀
警
察
署
代
表
電
話
奮
２
２
１
０
１
１
０

警
察
相
談
電
話
奮
♯
９
１
１
０

Ｂ
■

■
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ω
掲載ページ

→
パンの日

lw
かめまる号

>1已く

青パト巡回日 カ
レ
ン
ダ
ー

・
地
域
の
様
子

17o ●にじいろカフェ紅山

・ 健康チヤレンジ申込締切リロ

18o 休館日

19●

20o ・ 生涯学習講座「空き家を考えよう」・ 健康相談
●ライブラリーのおねえさんといっしょc□) ‐

216 ・ ふらっとTeaTime電】〕

240 ・ 丸亀市コミュニティ。自治会長研修会 (ひまわリセンター)

・ 坂本念仏踊奉納 (八幡神社)

10

20

30

40 体館日

5●

60

70

80

22o

230

防
災
週
間

250 体館日

26●

270

280

Lw    29(9

300

31Θ >Eく

d出 9/10:鱗肝堺覇ギ
~剃

9/130:尉義誘員説明会
9/14Θ ・ 避難行動要支援者避難訓練

>題已〔

90

100

11(D 山の日

休館日

12● 休館日

130

14●

150 ・ 介護予防のための体操教室

160 ・ 原川エンマ堂盆踊り
。法ちゃんくらぶ D

・ 「地域を盛り上1ザよう」

法の郷サマーフェスティバルD

◆
話
題
の
大
河
ド
ラ
マ
『べ
ら
ば
う
』
で

は
、安
田
顕
さ
ん
が
演
じ
る
平
賀
源
内
が
注

目
を
集
め
ま
し
た
。
そ
の
ゆ
か
り
の
地
、
さ
ぬ

き
市
志
度
を
研
修
で
訪
れ
ま
し
た
。

昭
和
４６
年
、
職
場
で
駆
け
出
し
だ
っ
た
私

は
、広
報
研
修
会
の
た
め
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送

局
を
訪
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
講
師
と
し
て
現

れ
た
の
が
、
当
時
３４
歳
の
俳
優
・山
口
崇
さ

ん
。
時
代
劇
『天
下
御
免
』
で
平
賀
源
内
を

演
じ
て
い
た
山
□
さ
ん
は
、爽
や
か
で
多
才
、

そ
し
て
何
よ
り
そ
の
男
ぶ
り
の
よ
さ
と
美
声

に
思
わ
ず
見
と
れ
、間
き
惚
れ
、感
嘆
し
た
こ

と
を
覚
え
て
い
ま
す
。
「源
内
役
に
徹
し
て
頑

張
る
」
と
語
る
熱
弁
を
聞
き
、
そ
の
姿
勢
を

自
分
の
仕
事
に
も
生
か
し
て
い
こ
う
と
心
に

誓
ろ
た
も
の
で
し
た
。

歴
史
を
感
じ
る
志
度
の
街
並
み
に
は
、
平

賀
源
内
に
ま
つ
わ
る
見
ど
こ
ろ
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

源
内
の
生
家
「源
内
旧
邸
」は
、
平
成
２２
年

に
国
の
登
録
有
形
文
化
財
と
な
り
、敷
地
の

奥
に
は
源
内
ゆ
か
り
の
薬
草
園
が
あ
り
ま

す
。
源
内
記
念
館
で
は
、
彼
の
業
績
を
紹
介

し
て
お
り
、
代
表
作
「エ
レ
キ
テ
ル
」
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
性
院
常
楽
寺
の
正
面
入

□
脇
に
は
、源
内
の
墓
が
あ
り
ま
す
。

第
８６
番
札
所
生
心
度
寺
で
は
、
国
指
定
重

要
文
化
財
の
本
堂
や
仁
王
門
に
加
え
、作
庭

家
・重
森
三
玲
が
手
が
け
た
庭
園
冨
小染
庭
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

昨
年
来
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ド
ラ
マ
で
四
国
の
地

が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一⊂
の
機

会
に
ぜ
ひ
関
心
を
持
ち
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね

て
み
て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

（文
責
　
進
　
和
彦
）

石ヽれあいブ¬レンダ
｀
一 8

|千 ]■ 年

i■卜11 1(■ ロ トl AI 月
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